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1. はじめに 

近年、睡眠時無呼吸症候群が社会問題となって

いる。この病気に罹患すると睡眠中に呼吸が止ま

り、その状態が断続的に繰り返すため十分な睡眠

が取れない。睡眠時無呼吸症候群は枕の高さを変

え自分に合った高さの枕に変えることにより十分

な気道のスペースを確保でき、予防できるといわ

れている。今回は枕の高さをかえていき被験者に

疑似いびき音を発生してもらうことでその人に合

った枕の高さを見つけることを目標とし、枕の高

さ変化が疑似いびき音の第一フォルマント周波数

に与える影響を検討した。 

 

2. 原理 

いびき音は軟口蓋振動音であり、そのフォルマ

ント周波数の音程は声道の形状に起因している。

この 覚醒時にいびき音を真似た音を本研究では擬

似いびき音と呼ぶ。1）このとき声帯の振動によっ

て生成された喉頭原音が声道で共振され、パワー

スペクトルにいくつかのピークを生じる。この、

それぞれのピークをフォルマント周波数と呼び、

周波数の低いものから順に第１フォルマント周波

数、第 2 フォルマント周波数と呼ばれる。疑似い

びき音の第１フォルマント周波数が高ければ声道

が閉じていて低ければ声道が開いているという特

徴がある。 

擬似いびきの周波数解析には線形予測法 を用い

た。線形予測法の用いられるモデルは数種類あり、

その中でも音声解析などの時系列信号解析によく

用いられる自己回帰モデルを解析に使用した。 

 

3.実験 

 実験では被験者に 3 時間の絶飲食をしてもらい、

座位、仰臥位、枕による頭の高さの変化をした時

の擬似いびき音を 3 回ずつ発生させ、マイクを介

して PC に録音した。枕には 1 枚 1.5ｃｍの木の板

を 6 枚使用した。この木の板の枚数を変えること

で、枕の高さが 0ｃｍ、1.5ｃｍ、3.0ｃｍ、4.5ｃ

ｍ、6.0ｃｍ、7.5ｃｍ、9.0ｃｍの計 8 つの状態で

計測を行った。 

 

4.結果と検討 

 男性、年齢 20 歳、11 名のデータを計測した。

図 1、2 に各被験者の枕の高さをかえていった時の

第１フォルマント周波数の変化を示す。なお、全

被験者を１つのグラフに掲載すると複雑になるた

め、2 つに分けて示した。実験の結果、それぞれ

の被験者はある一定の枕の高さになるとフォルマ

ント周波数が下がる傾向があった。また、一度下

がったフォルマント周波数は枕の高さが上がると

上がる傾向も見られた。これは枕の高さが高くな

りすぎてしまうと顎を引いた状態になり気道が圧

迫されてしまうためだと考えられる。 

 
図 1 枕の高さと第１フォルマント周波数の関係１ 

 
図 2 枕の高さと第 1 フォルマント周波数の関係２ 

 

5.まとめ 

 枕の高さを変化させ、疑似いびき音の第１フォ

ルマント周波数を測定した結果、枕の高さが変わ

ることによりフォルマント周波数の値が変わり、

その人に合った枕の高さを見つける手がかりが得

られる事を確認した。今後は、被験者の数を増や

し実験を続けていく必要がある。 
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